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5 対数関数・指数関数の導関数
51 [対数関数の導関数] a > 0，aË 0として，対数関数 logaxの導関数を考える。
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52 [対数関数の導関数のまとめ] 51 の結果をまとめなさい。
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これらは今後の計算に利用するので覚えておくこと。

53 [logを含む関数の微分] 次の関数を微分しなさい。
(1) y= log(2x+3) (2) y= log(x2+x+4)

(3) y= log2 (2x+3) (4) y= log10 (x2+x+4)

(5) y= xlogx¡x (6) y= (logx)2


